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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の鍵と、前記複数の鍵の後端部を支持する鍵フレームとを備えて、前記複数の鍵の
押離鍵操作時に前記複数の鍵の前端部を上下方向に搖動させるようにした鍵盤装置におい
て、
各鍵に鍵側ガイド部材を設けるとともに、前記鍵フレームに前記各鍵側ガイド部材に対応
したフレーム側ガイド部材を設けてなり、
前記各鍵側ガイド部材及び前記各フレーム側ガイド部材の一方のガイド部材は、前後方向
に延設された左右外側面を備えるとともに、前後方向の一方の端面に前後方向に延設され
た左右内側面を有する溝を備え、
前記各鍵側ガイド部材及び前記各フレーム側ガイド部材の他方のガイド部材は、左右内側
面を前記一方のガイド部材の左右外側面に対向させて前記一方のガイド部材を侵入させる
左右側壁を備えるとともに、前記左右側壁の間にて前後方向に延設された左右外側面を有
して前記溝の左右内側面に左右外側面を対向させて前記溝内に侵入する突出部を備え、
　前記他方のガイド部材の左右側壁と前記一方のガイド部材の左右外側面との間に所定の
クリアランスを有し、前記他方のガイド部材の左右側壁と前記一方のガイド部材の左右外
側面とで、前記押離鍵操作時に前記鍵の上下方向の揺動をガイドするキーガイド部を構成
し、
前記一方のガイド部材の溝と前記他方のガイド部材の突出部との間に前記所定のクリアラ
ンスよりも大きなクリアランスを有し、前記一方のガイド部材の溝と前記他方のガイド部
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材の突出部とで、前記鍵の前記鍵フレームへの組付け時に、前記鍵の前記鍵フレームに対
する左右方向位置を規制して、前記キーガイド部が前記押離鍵操作時に鍵の上下方向の揺
動をガイドする状態になる前まで、前記鍵の前記鍵フレームへの組付け操作をガイドする
プレガイド部を構成したことを特徴とする鍵盤装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の鍵盤装置において、
　前記鍵の前記鍵フレームへの組付け時において前記突出部の前記溝内へ侵入する側の端
部は、前記鍵の前記鍵フレームへの組付け時において前記左右側壁の前記一方のガイド部
材を侵入させる側の端部に対して、前記突出部の前記溝内へ侵入する方向に所定の距離だ
け離れて位置する鍵盤装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の鍵盤装置において、
　前記鍵の前記鍵フレームへの組付け時において前記溝へ侵入する側の前記突出部の端部
に、その左右両端部を切欠いた傾斜面を設けるか、又は
　前記鍵の前記鍵フレームへの組付け時において前記突出部を侵入させる側の前記溝の端
部に、その左右内側面部を切欠いた傾斜面を設けたことを特徴とする鍵盤装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のうちのいずれか一つに記載の鍵盤装置において、
　前記鍵の前記鍵フレームへの組付け時において前記他方のガイド部材の左右側壁内へ侵
入する側の前記一方のガイド部材の左右外側面の端部に、その左右両端部を切欠いた傾斜
面を設けるか、又は
　前記鍵の前記鍵フレームへの組付け時において前記一方のガイド部材を侵入させる側の
前記他方のガイド部材の左右側壁の端部に、その左右内側面部を切欠いた傾斜面を設けた
ことを特徴とする鍵盤装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の鍵の後端部を鍵フレームにそれぞれ支持させて複数の鍵の前端部を上
下方向に搖動可能とする鍵盤装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、複数の鍵の後端部を鍵フレームにそれぞれ支持させて複数の鍵の前端部を上
下方向に搖動可能とする鍵盤装置において、複数の鍵の揺動時における前端部の横振れを
防止するために、複数の鍵の上下方向の搖動をガイドすることはよく知られている。例え
ば、下記特許文献１には、鍵の前壁の内側面から後方に突出させた平板状の鍵側ガイド部
材を設けるとともに、鍵フレームの上面の鍵側ガイド部材と対向する位置に、前側を開放
させて横断面形状をＵ字状とする左右側面壁を有するフレーム側ガイド部材を上方に突出
させ、鍵側ガイド部材をフレーム側ガイド部材の左右側面壁間に侵入させるようにした鍵
ガイド機構が示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２６４０５７号公報
【発明の概要】
【０００４】
　しかし、上記従来の鍵盤装置においては、鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド部材との
間のクリアランスが小さく設定されているために、鍵を鍵フレームに組付ける作業が難し
かった。特に、複数の鍵を一体形成した場合には、複数の鍵を鍵フレームに同時に組付け
ることが難しかった。また、鍵側ガイド部材をフレーム側ガイド部材に無理に押し込んだ
場合には、鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド部材が互いに干渉して、鍵側ガイド部材及



(3) JP 6476737 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

びフレーム側ガイド部材が変形してしまうという問題もあった。
【０００５】
　本発明は、このような問題に対処するためになされたもので、その目的は、鍵を鍵フレ
ームに組付け易くするとともに、この組付け易さにより鍵側ガイド部材及びフレーム側ガ
イド部材の変形を防止するようにした鍵盤装置を提供することにある。なお、下記本発明
の各構成要件の記載においては、本発明の理解を容易にするために、実施形態の対応箇所
の符号を括弧内に記載しているが、本発明の構成要件は、実施形態の符号によって示され
た対応箇所の構成に限定解釈されるべきものではない。
【０００６】
　前述した目的を達成するため、本発明の特徴は、複数の鍵（２１，３１，４１）と、複
数の鍵の後端部を支持する鍵フレーム（１０）とを備えて、複数の鍵の押離鍵操作時に複
数の鍵の前端部を上下方向に搖動させるようにした鍵盤装置において、各鍵に鍵側ガイド
部材を設けるとともに、鍵フレームに各鍵側ガイド部材に対応したフレーム側ガイド部材
を設けてなり、各鍵側ガイド部材及び各フレーム側ガイド部材の一方のガイド部材（１４
）は、前後方向に延設された左右外側面（１４ｃ，１４ｄ）を備えるとともに、前後方向
の一方の端面に前後方向に延設された左右内側面を有する溝（１４ｆ）を備え、各鍵側ガ
イド部材及び各フレーム側ガイド部材の他方のガイド部材（２４，３４，４５）は、左右
内側面を一方のガイド部材の左右外側面に対向させて一方のガイド部材を侵入させる左右
側壁（２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ）を備えるとともに、左右側壁
の間にて前後方向に延設された左右外側面を有して溝の左右内側面に左右外側面を対向さ
せて溝内に侵入する突出部（２４ｄ，２４ｄ’，３４ｄ，３４ｄ’，４５ｄ，４５ｄ’）
を備え、他方のガイド部材の左右側壁と一方のガイド部材の左右外側面との間に所定のク
リアランスを有し、他方のガイド部材の左右側壁と一方のガイド部材の左右外側面とで、
押離鍵操作時に鍵の上下方向の揺動をガイドするキーガイド部を構成し、一方のガイド部
材の溝と他方のガイド部材の突出部との間に前記所定のクリアランスよりも大きなクリア
ランスを有し、一方のガイド部材の溝と他方のガイド部材の突出部とで、鍵の鍵フレーム
への組付け時に、鍵の鍵フレームに対する左右方向位置を規制して、キーガイド部が押離
鍵操作時に鍵の上下方向の揺動をガイドする状態になる前まで、鍵の鍵フレームへの組付
け操作をガイドするプレガイド部を構成したことにある。
 
【０００７】
　この場合、鍵の鍵フレームへの組付け時において突出部の溝内へ侵入する側の端部は、
鍵の鍵フレームへの組付け時において左右側壁の一方のガイド部材を侵入させる側の端部
に対して、突出部の溝内へ侵入する方向に所定の距離だけ離れて位置するとよい。また、
一方のガイド部材及び溝の横断面形状はそれぞれ長方形状であり、他方のガイド部材は、
左右側壁の一端を接続する接続壁（２４ａ，３４ａ，４５ａ）を有し、突出部を接続壁か
ら左右側壁の延設方向に突出させるとよい。
【０００８】
　前記のように構成した本発明の特徴においては、鍵を鍵フレームに組付ける際には、鍵
の後端部が前端部よりも上方に位置するように鍵を傾斜させた状態で鍵を鍵フレームに近
づけた後、鍵側ガイド部材を前方又は上方からフレーム側ガイド部材に係合させる。鍵側
ガイド部材を前方からフレーム側ガイド部材に係合させる場合、鍵を前記傾斜させた状態
のまま後方に移動して、鍵の左右方向の位置を調整しながら鍵側ガイド部材をフレーム側
ガイド部材に前方から接近させ、最初にプレガイド部にて鍵側ガイド部材をフレーム側ガ
イド部材に係合させながら、鍵をさらに後方に移動する。そして、キーガイド部が押離鍵
操作時に鍵の上下方向の揺動をガイドする状態になる前において、鍵を左右方向に若干移
動させて、キーガイド部にて鍵側ガイド部材をフレーム側に係合させた後、鍵をさらに後
方に移動するとともに、鍵の後端部を下方に移動して鍵を鍵フレームに組付ける。一方、
鍵側ガイド部材を上方からフレーム側ガイド部材に係合させる場合、鍵の左右方向の位置
を調整しながら鍵の後端部を下方に移動して、鍵側ガイド部材をフレーム側ガイド部材に
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上方から接近させ、最初にプレガイド部にて鍵側ガイド部材をフレーム側ガイド部材に係
合させながら、鍵の後端部をさらに下方に移動する。そして、キーガイド部が押離鍵操作
時に鍵の上下方向の揺動をガイドする状態になる前において、鍵を左右方向に若干移動さ
せて、キーガイド部にて鍵側ガイド部材をフレーム側ガイド部材に係合させた後、鍵の後
端部をさらに下方に移動するとともに、鍵を後方に移動して鍵を鍵フレームに組付ける。
【０００９】
　このようにして鍵が鍵フレームに組付けられる鍵盤装置においては、プレガイド部のク
リアランス（すなわち、一方のガイド部材の溝と他方のガイド部材の突出部との間のクリ
アランス）は、キーガイド部のクリアランス（他方のガイド部材の左右側壁と一方のガイ
ド部材の左右外側面との間のクリアランス）よりも大きい。したがって、プレガイド部の
クリアランスをある程度大きくできるので、プレガイド部にて鍵側ガイド部材をフレーム
側ガイド部材に係合させることは簡単な操作である。そして、キーガイド部が押離鍵操作
時に鍵の上下方向の揺動をガイドする状態になる前において、鍵側ガイド部材の左右方向
の位置はプレガイド部によって規制されている。したがって、キーガイド部にて鍵側ガイ
ド部材をフレーム側ガイド部材に係合させるための鍵の左右方向の位置の調整量を小さく
でき、キーガイド部にて鍵側ガイド部材をフレーム側ガイド部材に係合させる操作も簡単
になる。その結果、本発明の特徴によれば、押離鍵操作時における鍵の横振れを防止する
ためにキーガイド部のクリアランスを小さくしても、鍵を鍵フレームに組付ける作業が簡
単になる。そして、この組付け易さによりキーガイド部を構成する部材の変形も防止され
る。
【００１０】
　また、本発明の他の特徴は、鍵の鍵フレームへの組付け時において溝へ侵入する側の突
出部の端部に、その左右両端部を切欠いた傾斜面（２４ｅ、２４ｆ，３４ｅ，３４ｆ，４
５ｅ，４５ｆ，２４ｉ、２４ｊ，３４ｉ，３４ｊ，４５ｉ，４５ｊ）を設けるか、又は鍵
の鍵フレームへの組付け時において突出部を侵入させる側の溝の端部に、その左右内側面
部を切欠いた傾斜面（１４ｇ，１４ｈ，１４ｍ，１４ｎ）を設けたことにある。
【００１１】
　前記本発明の他の特徴においては、突出部又は溝の端部に設けた傾斜面は、突出部が溝
に侵入する前のサブガイド機能を発揮する。したがって、この本発明の他の特徴によれば
、鍵の鍵フレームへの組付け時において、プレガイド部にて鍵側ガイド部材をフレーム側
ガイド部材に係合させる操作がより簡単になる。また、プレガイド部のクリアランスを小
さくしてキーガイド部のクリアランスとの差を小さくしても、プレガイド部にて鍵側ガイ
ド部材をフレーム側ガイド部材に簡単に係合させることができる。そして、この場合には
、キーガイド部にて鍵側ガイド部材をフレーム側ガイド部材に係合させる際における鍵の
左右方向の調整量を小さくすることができ、キーガイド部にて鍵側ガイド部材をフレーム
側ガイド部材に係合させる操作がより簡単になる。
【００１２】
　また、本発明の他の特徴は、鍵の鍵フレームへの組付け時において他方のガイド部材の
左右側壁内へ侵入する側の一方のガイド部材の左右外側面の端部に、その左右両端部を切
欠いた傾斜面（１４ｉ，１４ｊ，１４ｏ，１４ｐ）を設けるか、又は鍵の鍵フレームへの
組付け時において一方のガイド部材を侵入させる側の他方のガイド部材の左右側壁の端部
に、その左右内側面部を切欠いた傾斜面（２４ｇ、２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４
５ｈ、２４ｍ，２４ｎ，３４ｍ，３４ｎ，４５ｍ，４５ｎ）を設けたことにある。
【００１３】
　前記本発明の他の特徴においては、一方又は他方のガイド部材に設けた傾斜面は、一方
のガイド部材の左右外側面が他方のガイド部材の左右側壁内に侵入する前のサブガイド機
能を発揮する。したがって、この本発明の他の特徴によれば、鍵の鍵フレームへの組付け
時において、キーガイド部のクリアランスを極めて小さくしても、突出部を溝内に侵入さ
せる操作がより簡単になる。特に、傾斜面の左右方向の幅を、プレガイド部のクリアラン
スからキーガイド部のクリアランスを減算した値よりも大きくしておけば、キーガイド部
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にて鍵側ガイド部材をフレーム側ガイド部材に係合させるための鍵の左右方向の位置調整
が不要となり、突出部を溝内に侵入させる操作が極めて簡単になる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１乃至第３実施形態に係る１オクターブ分の鍵を含む鍵盤装置の概略
斜視図である。
【図２】図１の鍵盤装置の平面図である。
【図３】図１の鍵盤装置の正面図である。
【図４】図２のＡ－Ａ線に沿って見た鍵盤装置の拡大端面図である。
【図５】図２のＢ部の拡大図である。
【図６】（Ａ）は図１乃至図４の第１鍵ユニットの平面図であり、（Ｂ）は前記第１鍵ユ
ニットの正面図であり、（Ｃ）は前記第１鍵ユニットの側面図である。
【図７】（Ａ）は図１乃至図４の第２鍵ユニットの平面図であり、（Ｂ）は前記第２鍵ユ
ニットの正面図であり、（Ｃ）は前記第２鍵ユニットの側面図である。
【図８】（Ａ）は図１乃至図４の第３鍵ユニットの平面図であり、（Ｂ）は前記第３鍵ユ
ニットの正面図であり、（Ｃ）は前記第３鍵ユニットの側面図である。
【図９】（Ａ）は第１実施形態に係る鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド部材の斜視図で
あり、（Ｂ）は前記鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド部材の平面図であり、（Ｃ）は第
１乃至第３鍵ユニットを鍵フレームに組付ける過程における前記鍵側ガイド部材とフレー
ム側ガイド部材の平面図である。
【図１０】（Ａ）は第１実施形態の第１変形例に係る鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド
部材の平面図であり、（Ｂ）（Ｃ）は第１乃至第３鍵ユニットを鍵フレームに組付ける過
程における前記鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド部材の平面図である。
【図１１】（Ａ）は第１実施形態の第２変形例に係る鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド
部材の平面図であり、（Ｂ）（Ｃ）は第１乃至第３鍵ユニットを鍵フレームに組付ける過
程における前記鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド部材の平面図である。
【図１２】（Ａ）は第１実施形態の第３変形例に係る鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド
部材の平面図であり、（Ｂ）（Ｃ）は第１乃至第３鍵ユニットを鍵フレームに組付ける過
程における前記鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド部材の平面図である。
【図１３】（Ａ）は第２実施形態に係る鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド部材の平面図
であり、（Ｂ）は第１乃至第３鍵ユニットを鍵フレームに組付ける過程における前記鍵側
ガイド部材とフレーム側ガイド部材の平面図である。
【図１４】（Ａ）は第２実施形態の第１変形例に係る鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド
部材の平面図であり、（Ｂ）は第１乃至第３鍵ユニットを鍵フレームに組付ける過程にお
ける前記鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド部材の平面図である。
【図１５】（Ａ）は第２実施形態の第２変形例に係る鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド
部材の平面図であり、（Ｂ）は第１乃至第３鍵ユニットを鍵フレームに組付ける過程にお
ける前記鍵側ガイド部材とフレーム側ガイド部材の平面図である。
【図１６】第３実施形態に係る鍵側ガイド部材の裏面図である。
【図１７】（Ａ）は第３実施形態の第１変形例に係るフレーム側ガイド部材の斜視図であ
り、（Ｂ）は前記フレーム側ガイド部材の平面図である。
【図１８】（Ａ）は第３実施形態の第２変形例に係る鍵側ガイド部材を下方から見た斜視
図であり、（Ｂ）は前記鍵側ガイド部材の下面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
ａ．第１実施形態
　以下、本発明の第１実施形態について図面を用いて説明する。図１は第１実施形態に係
る１オクターブ分の鍵を含む鍵盤装置の概略斜視図であり、図２は前記鍵盤装置の平面図
であり、図３は前記鍵盤装置の正面図である。図４は、図２のＡ－Ａ線に沿って見た鍵盤
装置の拡大端面図であり、図５は図２のＢ部の拡大図である。なお、本明細書においては
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、演奏者側（図１の左下側及び図２の下側）を鍵盤装置の前方とし、演奏者と反対側（図
１の右上側及び図２の上側）を鍵盤装置の後方とする。そして、演奏者の左右方向（図１
の左上から右下方向及び図２の左右方向）を鍵盤装置の左右方向とする。
【００１６】
　鍵盤装置は、鍵盤の下方にて、鍵盤楽器内に固定された鍵フレーム１０を有する。鍵フ
レーム１０は、前方にて左右及び前後方向に水平に延設された平板状の下段壁１１と、下
段壁１１の後端にて上方に立設された平板状の立面壁１２と、立面壁１２の上端にて後方
に所定幅だけ水平に延設されるとともに左右方向に長尺状かつ平板状の上段壁１３とを備
えている。下段壁１１、立面壁１２及び上段壁１３は、金属、樹脂などにより一体的に形
成されている。上段壁１３には、左右方向のほぼ中央位置にて、上面から下面に連通する
左右方向に長い直方体形状の貫通孔１３ａが、その前後の内面を上段壁１３の前後両端面
に平行にして形成されている。上段壁１３上には、樹脂によりそれぞれ一体成形した第１
乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０がその後端部にて載置されている。また、上段壁１
３の適宜箇所には、図示しない固定用ねじを螺合させて第１乃至第３鍵ユニット２０，３
０，４０を堅固に固定するために、内周面に雌ねじを形成した上面から下面に連通する円
形のねじ孔１３ｂも設けられている。なお、これに代えて、ねじ孔１３ｂとしては内面に
雌ねじを有しない単なる円柱状の孔が利用され、円柱状の孔にタップネジを螺合させるセ
ルフタップねじ方式により、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を上段壁１３上に
堅固に固定するようにしてもよい。
【００１７】
　下段壁１１には、後述する白鍵２１，３１及び黒鍵４１にそれぞれ対応したフレーム側
ガイド部材１４が下段壁１１と一体的に設けられている。フレーム側ガイド部材１４は、
図９に示すように、それぞれ全体形状を直方体形状として前面１４ａ、後面１４ｂ、左右
側面１４ｃ，１４ｄ及び上面１４ｅを有し、白鍵２１，３１及び黒鍵４１の下面が対向す
る位置にて下段壁１１の上面から上方に突出している。なお、図９（Ａ）において、フレ
ーム側ガイド部材１４の形状を理解し易いようにするために、後述する鍵側ガイド部材２
４，３４，４５をフレーム側ガイド部材１４の上面１４ｅの位置にて水平に切断して、鍵
側ガイド部材２４，３４，４５の上部を除去して示している。
【００１８】
　白鍵２１，３１用のフレーム側ガイド部材１４は白鍵２１，３１の前後方向の中央位置
より若干前方位置にて左右方向に一列に配置され、黒鍵４１用のフレーム側ガイド部材１
４は白鍵２１，３１用のフレーム側ガイド部材１４よりも若干だけ後方位置にて左右方向
に一列に配置されている。前面１４ａ及び後面１４ｂは左右方向に延設ざれ、左右側面１
４ｃ，１４ｄは前後方向に延設されている。上面１４ｅは、後述する鍵側ガイド部材２４
，３４，４５の上端よりも下方に位置する。前面１４ａ及び上面１４ｅに関しては、白鍵
２１，３１及び黒鍵４１の回動軌跡に合わせて延設させることが好ましい。なお、本実施
形態では、黒鍵４１用のフレーム側ガイド部材１４を白鍵２１，３１用のフレーム側ガイ
ド部材１４の後方に位置させたが、黒鍵４１用のフレーム側ガイド部材１４と白鍵２１，
３１用のフレーム側ガイド部材１４とを前後方向の同一位置に配置したり、黒鍵４１用の
フレーム側ガイド部材１４を白鍵２１，３１用のフレーム側ガイド部材１４の前方に位置
させたりしてもよい。
【００１９】
　フレーム側ガイド部材１４の前面１４ａ側には、左右方向の中央位置にて、上下方向に
延設された溝１４ｆが設けられている。溝１４ｆは、左右方向に所定幅を有するとともに
後方に所定深さを有する横断面形状を前後方向に長い長方形状としている。
【００２０】
　次に、第１鍵ユニット２０について、図６（Ａ）の平面図、図６（Ｂ）の正面図及び図
６（Ｃ）の側面図を用いて説明する。第１鍵ユニット２０は、音名Ｃ，Ｅ，Ｇ，Ｂにそれ
ぞれ対応して互いに隣接していない４つの白鍵２１を有する。白鍵２１は、上壁、前壁、
側壁及び後壁からなり、内部を下方に開口させた方形状の空間を形成している。ただし、
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上壁、前壁、側壁及び後壁の板厚による内側面を示す破線は、図４以外の図面においては
省略されている。上壁及び側壁には、黒鍵４１のスペースを確保するために段部が設けら
れている。
【００２１】
　これらの４つの白鍵２１の後壁は、ヒンジ２２を介して連結部２３にそれぞれ接続され
ている。ヒンジ２２及び連結部２３は、白鍵２１と一体成形されている。ヒンジ２２は、
白鍵２１の後端部の横幅に等しい又はほぼ等しい横幅を有し、上下方向に弾性変形し易い
ように薄肉で方形かつ平板状に構成されていて、その前端を白鍵２１の後壁の下部に接続
させて後方に延設されている。そして、ヒンジ２２は白鍵２１の押鍵時に弾性変形して、
白鍵２１の前端部の下方への変位を許容し、白鍵２１の離鍵時には弾性力により白鍵２１
の前端部を上方へ変位させて白鍵２１を離鍵位置に復帰させる。
【００２２】
　連結部２３は、縦断面を長方形状にして横方向に長尺状の部材であり、前面の上下方向
の中間部にてヒンジ２２の後端を接続させている。連結部２３は変形し難いように比較的
厚く構成されており、その上下方向の厚さはヒンジ２２の上下方向の厚さに比べて大きい
。また、連結部２３の前後幅は鍵フレーム１０の上段壁１３の前後幅に等しく、連結部２
３は上段壁１３上に載置されている。連結部２３には、左右方向ほぼ中央位置にて、上面
から下面に連通する左右方向に長い直方体形状の貫通孔２３ａが、その前後の内面を連結
部２３の前後両端面と平行にして形成されている（図４及び図５を参照）。また、連結部
２３の前記ねじ孔１３ｂに対応する箇所には、前記固定用ねじを貫通させるための上面か
ら下面に連通する円形の貫通孔２３ｂも設けられている。
【００２３】
　また、白鍵２１の下面であってフレーム側ガイド部材１４と対向する位置には、鍵側ガ
イド部材２４が白鍵２１と一体的に設けられている。鍵側ガイド部材２４は、図９（（Ａ
）では、フレーム側ガイド部材１４の上面１４ｅよりも上部を除去）に示すように、横断
面形状をコ字状として前壁２４ａ及び左右側壁２４ｂ，２４ｃを有し、白鍵２１の下面か
ら下方に突出している。鍵側ガイド部材２４の下面は、鍵フレーム１０の下段壁１１の上
面よりも上方に位置する。前壁２４ａ及び左右側壁２４ｂ，２４ｃは平板状に構成され、
前壁２４ａは左右方向に延設され、左右側壁２４ｂ，２４ｃは前後方向に延設されている
。前壁２４ａの後面には、左右方向の中央位置にて、後方に突出するとともに上下方向に
延設された平板状の突出部２４ｄが設けられている。突出部２４ｄの左右方向の幅は、フ
レーム側ガイド部材１４の溝１４ｆの横方向幅より小さく、突出部２４ｄの後端は左右側
壁２４ｂ，２４ｃの後端よりも後方に位置するとともに溝１４ｆの底面よりも若干前方に
位置するように設定されている。なお、鍵側ガイド部材２４の突出部２４ｄ及びフレーム
側ガイド部材１４の溝１４ｆの左右方向の位置は、それらが対向する位置にあれば、鍵側
ガイド部材２４及びフレーム側ガイド部材１４における左右方向の中央位置から左又は右
に若干ずれた位置でもよい。
【００２４】
　第１鍵ユニット２０が鍵フレーム１０に誤差なく組付けられた状態では、左側壁２４ｂ
の内側面とフレーム側ガイド部材１４の左側面１４ｃとの間、及び右側壁２４ｃの内側面
とフレーム側ガイド部材１４の右側面１４ｄとの間には同一距離の隙間が設けられており
、この隙間の左右方向の距離をａとする。以降の説明では、この距離ａをキーガイドクリ
アランスａという。また、突出部２４ｄの両外側面と溝１４ｆの両内側面との間には、同
一距離の隙間が設けられており、この隙間の左右方向の距離をｂとする。以降の説明では
、この距離ｂをプレガイドクリアランスｂという。また、キーガイドクリアランスａとプ
レガイドクリアランスｂとの間には、ａ＜ｂの関係がある。また、突出部２４ｄの前壁２
４ａの後面から後方への突出長さは、左右側壁２４ｂ，２４ｃの前壁２４ａの後面から後
方への突出長さよりも大きく設定されている。具体的には、図９（Ｃ）に示すように、鍵
側ガイド部材２４を前方から後方に移動させて、突出部２４ｄが溝１４ｆ内に侵入し始め
た直後においては、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄと左右側壁２４
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ｂ，２４ｃの両内側面内とは対向しておらず、突出部２４ｄをある程度深く溝１４ｆに侵
入させた状態で、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄが左右側壁２４ｂ
，２４ｃの両内側面内に侵入して、左右側壁２４ｂ，２４ｃの内側面の後端部とフレーム
側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄとが対向し始める。
【００２５】
　次に、第２鍵ユニット３０について、図７（Ａ）の平面図、図７（Ｂ）の正面図及び図
７（Ｃ）の側面図を用いて説明する。第２鍵ユニット２０は、音名Ｄ，Ｆ，Ａにそれぞれ
対応して互いに隣接していない３つの白鍵３１を有する。白鍵３１も、上壁、前壁、左右
側壁及び後壁からなり、内部を下方に開口させた方形状の空間を形成している。白鍵３１
の前後方向の長さ及び高さは白鍵２１の場合と同じである。ただし、上壁及び左右側壁に
設けた黒鍵４１のスペースを確保するために段部は白鍵２１の場合とは異なる。
【００２６】
　これらの３つの白鍵３１の後壁は、ヒンジ３２を介して連結部３３にそれぞれ接続され
ている。ヒンジ３２及び連結部３３も、白鍵２１のヒンジ２２及び連結部２３とそれぞれ
同様に構成され、白鍵３１と一体成形されている。ヒンジ３２の前端は白鍵３１の後壁の
上部に接続されている。連結部３３は、前面の上下方向の下端部にてヒンジ３２の後端を
接続させ、第１鍵ユニット２０の連結部２３の上に載置されている。連結部３３には、上
面から下面に連通する左右方向に長い直方体形状の貫通孔３３ａが、その前後の内面を連
結部３３の前後両端面と平行にして形成されている（図４及び図５を参照）。また、連結
部３３には、第１鍵ユニット２０の貫通孔２３ｂと同様な貫通孔３３ｂが形成されている
。
【００２７】
　さらに、白鍵３１の下面には、第１鍵ユニット２０の鍵側ガイド部材２４と同様な鍵側
ガイド部材３４が鍵側ガイド部材２４と前後方向の同一位置にて白鍵３１と一体的に設け
られている。鍵側ガイド部材３４も、鍵側ガイド部材２４の前壁２４ａ、左右側壁２４ｂ
，２４ｃ及び突出部２４ｄと同様な前壁３４ａ、左右側壁３４ｂ，３４ｃ及び突出部３４
ｄを有する。
【００２８】
　次に、第３鍵ユニット４０について、図８（Ａ）の平面図、図８（Ｂ）の正面図及び図
８（Ｃ）の側面図を用いて説明する。第３鍵ユニット２０は、音名Ｃ＃，Ｄ＃，Ｆ＃，Ｇ
＃，Ａ＃にそれぞれ対応して互いに隣接していない５つの黒鍵４１を有する。黒鍵４１も
、上壁、前壁、左右側壁及び後壁からなり、内部を下方に開口させた方形状の空間を形成
している。ただし、黒鍵４１の前後方向の長さは白鍵２１，３１の前後方向の長さよりも
短く、黒鍵４１の高さは白鍵２１，３１の高さよりも高い。また、黒鍵４１の前壁は、下
方に向かって前方に位置するように傾斜している。
【００２９】
　これらの５つの黒鍵４１の後壁は、ヒンジ４２を介して連結部４３にそれぞれ接続され
ている。ヒンジ４２及び連結部４３も、白鍵２１，３１のヒンジ２２，３２及び連結部２
３，３３とそれぞれ同様に構成され、黒鍵４１と一体成形されている。ヒンジ４２の前端
は黒鍵４１の後壁の上部に接続されている。連結部４３は、前面の上下方向の下端部にて
ヒンジ４２の後端を接続させ、第２鍵ユニット３０の連結部３３の上に載置されている。
連結部４３には、上面から下面に連通する左右方向に長い直方体形状の貫通孔４３ａが、
その前後の内面を連結部４３の前後両端面と平行にして形成されている（図４及び図５を
参照）。また、連結部４３には、第２鍵ユニット２０の貫通孔３３ｂと同様な貫通孔４３
ｂが形成されている。
【００３０】
　また、連結部４３の下面には、連結部４３の左右方向のほぼ中央位置かつ連結部４３の
後端面から前方に離れた貫通孔４３ａの後ろの外側から下方に突出したフック部４４が設
けられている。フック部４４は、第２鍵ユニット３０の貫通孔３３ａ、第１鍵ユニット２
０の貫通孔２３ａ及び鍵フレーム１０の貫通孔１３ａを上方から下方へ貫通させて、第１
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乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵フレーム１０に組付ける部材である。フック部
４４は、その横断面形状を左右方向に長尺状の長方形とし、その左右両側面を下方に向か
うに従って幅狭とし、その正面視を台形状としている。フック部４４の前後方向の厚さは
薄く、フック部４４は、前後方向に弾性変形するように構成されていて、下端を前後方向
に変位可能としている。
【００３１】
　フック部４４の前面の下端部には、縦断面形状を３角形とする前方に突出させた係止用
爪４４ａが設けられている。係止用爪４４ａは、フック部４４を、第２鍵ユニット３０の
貫通孔３３ａ、第１鍵ユニット２０の貫通孔２３ａ及び鍵フレーム１０の貫通孔１３ａを
上方から下方へ貫通させた状態で、その上面を鍵フレーム１０の上段壁１３の下面に係止
させて、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵フレーム１０に組付けるものであ
る。また、連結部４３には、第２鍵ユニット３０の貫通孔３３ｂと同様な貫通孔４３ｂが
形成されている。
【００３２】
　さらに、黒鍵４１の下面には、第１及び第２鍵ユニット２０，３０の鍵側ガイド部材２
４，３４と同様な鍵側ガイド部材４５が、鍵側ガイド部材２４，３４よりも後方位置にて
フレーム側ガイド部材１４と対向するように、黒鍵４１と一体的に設けられている。鍵側
ガイド部材４５も、鍵側ガイド部材２４，３４の前壁２４ａ，３４ａ、左右側壁２４ｂ，
２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ及び突出部２４ｄ，３４ｄと同様な前壁４５ａ、左右側壁４５ｂ
，４５ｃ及び突出部４５ｄを有する。なお、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｂ
，１４ｃと鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ
，４５ｂ，４５ｃの内側面とで、本発明のキーガイド部を構成する。また、鍵側ガイド部
材２４，３４，４５の突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの左右側面とフレーム側ガイド部材
１４の溝１４ｆの左右内側面とで、本発明のプレガイド部を構成する。
【００３３】
　このように構成した第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の鍵フレーム１０への組
付けについて説明する。この組付けにおいては、まず、水平状態にある鍵フレーム１０に
対して、第１鍵ユニット２０をその後端が前端よりも高くになるように傾斜させた状態で
鍵フレーム１０に近づける。その後、第１鍵ユニット２０（白鍵２１）を前記傾斜させた
状態のまま、第１鍵ユニット２０（白鍵２１）の左右方向の位置を調整しながら後方に移
動して、鍵側ガイド部材２４をフレーム側ガイド部材１４に前方から接近させ、突出部２
４ｄを溝１４ｆ内に侵入させる。言い換えれば、最初に、プレガイド部である突出部２４
ｄの左右側面と溝１４ｆの左右内側面とを係合させる。
【００３４】
　そして、突出部２４ｄを溝１４ｆ内に侵入させた状態（すなわち、プレガイド部の係合
状態）を保ちながら、第１鍵ユニット２０をさらに後方に移動する。そして、フレーム側
ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材２４の左右側壁２４ｂ，２４
ｃ内に侵入させる前において、第１鍵ユニット２０を左右方向の位置を微調整して第１鍵
ユニット２０をさらに後方に移動して、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１
４ｄを鍵側ガイド部材２４の左右側壁２４ｂ，２４ｃ内に侵入させる（図９（Ｃ）参照）
。言い換えれば、キーガイド部である左右側壁２４ｂ，２４ｃの内側面とフレーム側ガイ
ド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄとを係合させる。その後、第１鍵ユニット２０の後
端部すなわち連結部２３を下方に移動して、連結部２３を鍵フレーム１０の上段壁１３の
上面に載置し、第１鍵ユニット２０をほぼ水平に維持する。
【００３５】
　次に、第２鍵ユニット３０を、第１鍵ユニット２０と同様に、その後端が前端よりも高
くになるように傾けた状態で左右方向の位置を調整しながら後方に移動して、突出部３４
ｄを溝１４ｆ内に侵入させた後、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを
鍵側ガイド部材３４の左右側壁３４ｂ，３４ｃ内に侵入させる。そして、第２鍵ユニット
３０の後端部すなわち連結部２３を下方に移動して、連結部３３を第１鍵ユニット２０の
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連結部２３の上面に載置し、第２鍵ユニット３０をほぼ水平に維持する。
【００３６】
　次に、第３鍵ユニット４０を、第１及び第２鍵ユニット２０，３０と同様に、その後端
が前端よりも高くになるように傾けた状態で左右方向の位置を調整しながら後方に移動し
て、突出部３４ｄを溝１４ｆ内に侵入させた後に、フレーム側ガイド部材１４の左右側面
１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材４５の左右側壁４５ｂ，４５ｃ内に侵入させる。その後
、第３鍵ユニット４０の後端を下方に移動させて、フック部４４を、第２鍵ユニット３０
の連結部３３に設けた貫通孔３３ａ、第１鍵ユニット２０の連結部２３に設けた貫通孔２
３ａ、及び鍵フレーム１０の上段壁１３に設けた貫通孔１３ａ内にこの順に侵入させ、フ
ック部４４の下端に設けた係止用爪４４ａの上面を上段壁１３の下面に係止させ、第１乃
至第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵フレーム１０に組付ける。なお、この状態では、
第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０は水平に維持される。
【００３７】
　また、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の鍵フレーム１０への組付けにおいて
は、次のような方法を採用することもできる。第２鍵ユニット３０の連結部３３を第１鍵
ユニット２０の連結部２３の上面に載置する。次に、第３鍵ユニット４０のフック部４４
を、第２鍵ユニット３０の連結部３３に設けた貫通孔３３ａ及び第１鍵ユニット２０の連
結部２３に設けた貫通孔２３ａ内にこの順に侵入させながら、第３鍵ユニット４０の連結
部４３を第２鍵ユニット３０の連結部３３の上面に載置する。これにより、第１乃至第３
鍵ユニット２０，３０，４０は、フック部４４を貫通孔３３ａ，２３ａに貫通させて、連
結部２３，３３，４３を重ねて１セットに組み立てられた状態となる。
【００３８】
　このように１セットに組み立てられた状態にある第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，
４０を、それらの後端が前端よりも高くになるように傾けた状態で左右方向の位置を調整
しながら後方に移動して、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に侵入させた後、
フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材２４，３４，４５
の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に侵入させる。言い換え
れば、プレガイド部である突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの左右側面と溝１４ｆの左右内
側面とを係合させた後、キーガイド部である左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，
４５ｂ，４５ｃの内側面とフレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄとを係合
させる。その後、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後端を下方に移動させて、
フック部４４を、鍵フレーム１０の上段壁１３に設けた貫通孔１３ａ内に侵入させ、フッ
ク部４４の下端に設けた係止用爪４４ａの上面を上段壁１３の下面に係止させ、第１乃至
第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵フレーム１０に組付ける。これによっても、第１乃
至第３鍵ユニット２０，３０，４０は、水平に維持された状態で、鍵フレーム１０の上段
壁１３上に組み付けられる。
【００３９】
　このような第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の鍵フレーム１０への組付けにお
いては、プレガイドクリアランスｂはキーガイドクリアランスａよりも大きく、プレガイ
ドクリアランスｂをある程度大きくできるので、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４
ｆ内に簡単に侵入させることができる。すなわち、キーガイド部である突出部２４ｄ，３
４ｄ，４５ｄの左右側面と溝１４ｆの左右内側面とを簡単に係合させることができる。
【００４０】
　そして、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材２４，
３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に侵入させる
前においては、鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左右方向の位置は、プレガイド部であ
る突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの左右側面と溝１４ｆの左右内側面とによって規制され
ている。したがって、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド
部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に
侵入させるための第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向の位置の調整量を
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小さくでき、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材２４
，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に簡単に侵
入させることができる。すなわち、キーガイド部である鍵側ガイド部材２４，３４，４５
の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側面と、フレーム側ガ
イド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄとを簡単に係合させることもできる。その結果、
この第１実施形態によれば、押離鍵操作時における鍵の横振れを防止するためにキーガイ
ドクリアランスａを小さくしても、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵フレー
ム１０に組付ける作業が簡単になる。そして、この組付け易さによりキーガイド部を構成
する部材の変形も防止される。
【００４１】
　このようにして第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵フレーム１０に組付けた
のち、図示しない固定用ねじを、第３鍵ユニット４０、第２鍵ユニット３０及び第１鍵ユ
ニット２０の連結部４３，３３，２３に設けた貫通孔４３ｂ，３３ｂ，２３ｂにこの順に
上方から貫通させて、鍵フレーム１０の上段壁１３に設けたねじ孔１３ｂに螺合させる。
これにより、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０が鍵フレーム１０に堅固に固定さ
れて、鍵盤装置が完成する。
【００４２】
　このようにして完成された鍵盤装置においては、演奏者が白鍵２１，３１及び黒鍵４１
を押鍵操作すると、白鍵２１，３１及び黒鍵４１はヒンジ２２，３２，４２の弾性変形に
より、後端を中心としてそれらの前端を下方へ変位させる。このとき、鍵側ガイド部材２
４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側面は
、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄに沿って下方に変位する。すなわ
ち、白鍵２１，３１及び黒鍵４１は、キーガイド部であるフレーム側ガイド部材１４の左
右側面１４ｃ，１４ｄによりキーガイドされて、それらの前端を下方へ変位させる。した
がって、鍵側ガイド部材２４，３４，４５すなわち白鍵２１，３１及び黒鍵４１の左右方
向の変位が規制され、白鍵２１，３１及び黒鍵４１は横振れすることなくほぼ垂直下方に
変位する。また、前記押鍵された白鍵２１，３１及び黒鍵４１が離鍵されると、白鍵２１
，３１及び黒鍵４１はヒンジ２２，３２，４２の復元力や図示しない他部材（接点ゴム等
のばね部材）の復帰力により、それらの前端を上方へ変位させて元の位置に復帰する。こ
の場合も、白鍵２１，３１及び黒鍵４１は、前記押鍵の場合と同様にキーガイドされる。
特に、前述のように、キーガイドクリアランスａを小さくできるので、白鍵２１，３１及
び黒鍵４１の横振れを良好に抑えることができる。
【００４３】
ａ１．第１変形例
　次に、上記第１実施形態の第１変形例について、図１０を用いて説明する。図１０（Ａ
）は、上記第１実施形態の図９（Ｂ）に対応した第１変形例に係る鍵側ガイド部材２４，
３４，４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図である。図１０（Ｂ）（Ｃ）は、第１乃
至第３鍵ユニット１０，２０，３０を鍵フレーム１０に組付ける過程における鍵側ガイド
部材２４，３４，４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図である。この第１変形例は、
上記第１実施形態のフレーム側ガイド部材１４のみを変形させたもので、他の部分に関し
ては上記第１実施形態と同じであるので、第１実施形態と同一符号を使用し、変形した部
分に関する事項のみを説明して他の部分に関する説明を省略する。
【００４４】
　この第１変形例においては、フレーム側ガイド部材１４の前面１４ａと溝１４ｆの左右
内側面との角部が切欠かれ、溝１４ｆの左右内側面の中間位置から前面１４ａに向かうに
従って外側に広がる傾斜面（面取り）１４ｇ，１４ｈがフレーム側ガイド部材１４に設け
られている。傾斜面１４ｇ，１４ｈは平面であり、フレーム側ガイド部材１４の上面１４
ｅから下端まで延設されている。なお、傾斜面１４ｇ，１４ｈの左右方向の幅は、キーガ
イドクリアランスａ及びプレガイドクリアランスｂに比べて大きい。
【００４５】



(12) JP 6476737 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

　傾斜面１４ｇ，１４ｈは、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に侵入させて、
プレガイド部に第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の鍵フレーム１０に対するプレ
ガイド機能を発揮させるためのサブガイドとして機能する。具体的は、図１０（Ｂ）に示
すように、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に侵入させる前において、突出部
２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの右側面（又は左側面）の後端を傾斜面１４ｈ（又は傾斜面１４
ｇ）の左右方向の幅内に収めるように、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右
方向位置を調整すればよい。そして、この状態で、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，
４０を後方に移動させれば、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの右側面（又は左側面）の後
端は傾斜面１４ｈ（又は傾斜面１４ｇ）に沿って斜め後方に移動して、突出部２４ｄ，３
４ｄ，４５ｄの右側面（又は左側面）はフレーム側ガイド部材１４の溝１４ｆの右内側面
（又は左内側面）と係合し始める。
【００４６】
　そして、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０をさらに後方に移動させれば、図１
０（Ｃ）に示すように、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂ（又は右側壁２４ｃ，３４ｃ，４
５ｃ）の内側面の前端は、上記図９（Ｃ）に示す第１実施形態の場合と同様に、左右方向
位置をフレーム側ガイド部材１４の左側面１４ｃ（又は右側面１４ｄ）の前端の左右方向
位置とほぼ一致させてフレーム側ガイド部材１４の前方に位置することになる。そして、
上記第１実施形態の場合と同様に、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向
位置を微調整するとともに、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を後方に移動させ
て、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３
４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側面内に侵入させる。
【００４７】
　前記のような第１変形例において、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に侵入
させる際には、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの左右側面を傾斜面１４ｇ，１４ｈの前端
の左右方向の幅内に収めるようにすればよい。したがって、この第１変形例によれば、突
出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に簡単に侵入させて、プレガイド部の機能を発
揮させることができる。
【００４８】
　また、この第１変形例においては、プレガイドクリアランスｂはキーガイドクリアラン
スａよりも大きいが、それらの差を小さくしても、突出部２４，３４ｄ，４５ｄを溝１４
ｆ内に簡単に侵入させることができる。そして、この場合には、フレーム側ガイド部材１
４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５
ｃの内側面内に侵入させるための第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向の
位置調整量をより小さくでき、上記第１実施形態に比べて、フレーム側ガイド部材１４の
左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの
内側面内に簡単に侵入させることができる。
【００４９】
ａ２．第２変形例
　次に、上記第１実施形態の第２変形例について、図１１を用いて説明する。図１１（Ａ
）は、上記第１実施形態の図９（Ｂ）に対応した第２変形例に係る鍵側ガイド部材２４，
３４，４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図である。図１１（Ｂ）（Ｃ）は、第１乃
至第３鍵ユニット１０，２０，３０を鍵フレーム１０に組付ける過程における鍵側ガイド
部材２４，３４，４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図である。この第２変形例は、
上記第１実施形態の鍵側ガイド部材２４，３４，４５のみを変形させたもので、他の部分
に関しては上記第１実施形態と同じであるので、第１実施形態と同一符号を使用し、変形
した部分に関する事項のみを説明して他の部分に関する説明を省略する。
【００５０】
　この第２変形例においては、鍵側ガイド部材２４，３４，４５の突出部２４ｄ，３４ｄ
，４５ｄの後端部の左右角部が切欠かれ、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの後端部の左右
両端に後端から前方に向かうに従って外側に広がる傾斜面（面取り）２４ｅ，２４ｆ，３
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４ｅ，３４ｆ，４５ｅ，４５ｆが鍵側ガイド部材２４，３４，４５にそれぞれ設けられて
いる。傾斜面２４ｅ，２４ｆ，３４ｅ，３４ｆ，４５ｅ，４５ｆは平面であり、鍵側ガイ
ド部材２４，３４，４５の下端から上端まで延設されている。なお、傾斜面２４ｅ，２４
ｆ，３４ｅ，３４ｆ，４５ｅ，４５ｆの左右方向の幅は、キーガイドクリアランスａ及び
プレガイドクリアランスｂに比べて大きい。
【００５１】
　傾斜面２４ｅ，２４ｆ，３４ｅ，３４ｆ，４５ｅ，４５ｆは、突出部２４ｄ，３４ｄ，
４５ｄを溝１４ｆ内に侵入させて、プレガイド部に第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，
４０の鍵フレーム１０に対するプレガイド機能を発揮させるためのサブガイドとして機能
する。具体的は、図１１（Ｂ）に示すように、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ
内に侵入させる前において、溝１４ｆの右内側面（又は左内側面）の前端を傾斜面２４ｆ
，３４ｆ，４５ｆ（又は傾斜面２４ｅ，３４ｅ，４５ｅ）の左右方向の幅内に収めるよう
に、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向位置を調整すればよい。そして
、この状態で、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を後方に移動させれば、溝１４
ｆの右内側面（又は左内側面）の前端を傾斜面２４ｆ，３４ｆ，４５ｆ（又は傾斜面２４
ｅ，３４ｅ，４５ｅ）に当接させたまま、鍵側ガイド部材２４，３４，４５は斜め後方に
移動して、突出部２４ｄの右側面（又は左側面）は溝１４ｆの右内側面（又は左内側面）
と係合し始める。
【００５２】
　そして、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０をさらに後方に移動させれば、図１
１（Ｃ）に示すように、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂ（又は右側壁２４ｃ，３４ｃ，４
５ｃ）の内側面の前端は、上記図９（Ｃ）に示す第１実施形態の場合と同様に、左右方向
位置をフレーム側ガイド部材１４の左側面１４ｃ（又は右側面１４ｄ）の前端の左右方向
位置とほぼ一致させてフレーム側ガイド部材１４の前方に位置することになる。そして、
上記第１実施形態の場合と同様に、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向
位置を微調整するとともに、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を後方に移動させ
て、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３
４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側面内に侵入させる。
【００５３】
　前記のような第２変形例において、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に侵入
させる際には、溝１４ｆの右内側面（又は左内側面）の前端を傾斜面２４ｆ，３４ｆ，４
５ｆ（又は傾斜面２４ｅ，３４ｅ，４５ｅ）の左右方向の幅内に収めるようにすればよい
。したがって、この第２変形例によれば、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に
簡単に侵入させて、プレガイド部の機能を発揮させることができる。
【００５４】
　また、この第２変形例においても、プレガイドクリアランスｂはキーガイドクリアラン
スａよりも大きいが、それらの差を小さくしても、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１
４ｆ内に簡単に侵入させることができる。そして、この場合にも、フレーム側ガイド部材
１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４
５ｃの内側面内に侵入させるための第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向
の位置調整量をより小さくでき、上記第１実施形態に比べて、フレーム側ガイド部材１４
の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ
の内側面内に簡単に侵入させることができる。
【００５５】
ａ３．第３変形例
　次に、上記第１実施形態の第３変形例について、図１２を用いて説明する。図１２（Ａ
）は、上記第１実施形態の図９（Ｂ）に対応した第３変形例に係る鍵側ガイド部材２４，
３４，４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図である。図１２（Ｂ）（Ｃ）は、第１乃
至第３鍵ユニット１０，２０，３０を鍵フレーム１０に組付ける過程における鍵側ガイド
部材２４，３４，４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図である。この第３変形例は、
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上記第１変形例と第２変形例を組み合わせたもので、フレーム側ガイド部材１４には上記
第１変形例と同様な傾斜面１４ｇ，１４ｈが設けられているとともに、突出部２４ｄ，３
４ｄ，４５ｄには上記第２変形例と同様な傾斜面２４ｅ，２４ｆ，３４ｅ，３４ｆ，４５
ｅ，４５ｆが設けられている。他の部分に関しては、上記第１実施形態、第１変形例及び
第２変形例と同じであるので、第１実施形態、第１変形例及び第２変形例と同一符号を使
用し、その説明を省略する。
【００５６】
　この第３変形例においては、図１２（Ｂ）に示すように、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５
ｆを溝１４ｆ内に侵入させる前において、傾斜面２４ｆ，３４ｆ，４５ｆ（又は傾斜面２
４ｅ，３４ｅ，４５ｅ）の一部と、傾斜面１４ｈ（又は傾斜面１４ｇ）の一部とが前後方
向において対向するように、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向位置を
調整すればよい。そして、この状態で、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を後方
に移動させれば、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄは、傾斜面２４ｆ，３４ｆ，４５ｆ（又
は傾斜面２４ｅ，３４ｅ，４５ｅ）と傾斜面１４ｈ（又は傾斜面１４ｇ）とを当接させた
状態で斜め後方に移動して、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの右側面（又は左側面）が溝
１４ｆの右内側面（又は左内側面）と係合し始める。
【００５７】
　そして、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０をさらに後方に移動させれば、図１
２（Ｃ）に示すように、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂ（又は右側壁２４ｃ，３４ｃ，４
５ｃ）の内側面の前端は、上記図９（Ｃ）に示す第１実施形態の場合と同様に、左右方向
位置をフレーム側ガイド部材１４の左側面１４ｃ（又は右側面１４ｄ）の前端の左右方向
位置とほぼ一致させてフレーム側ガイド部材１４の前方に位置することになる。そして、
上記第１実施形態の場合と同様に、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向
位置を微調整するとともに、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を後方に移動させ
て、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３
４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側面内に侵入させる。
【００５８】
　前記のような第３変形例において、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に侵入
させる際には、傾斜面２４ｆ，３４ｆ，４５ｆ（又は傾斜面２４ｅ，３４ｅ，４５ｅ）の
一部と、傾斜面１４ｈ（又は傾斜面１４ｇ）の一部とが前後方向において対向するように
するようにすればよい。したがって、この第３変形例によれば、上記第１変形例及び第２
変形例よりもさらに簡単に、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に侵入させて、
プレガイド部の機能を発揮させることができる。また、この第３変形例においても、上記
第１変形例及び第２変形例の場合と同様に、上記第１実施形態に比べて、フレーム側ガイ
ド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５
ｂ，４５ｃの内側面内に簡単に侵入させることもできる。
【００５９】
ｂ．第２実施形態
　次に、本発明の第２実施形態について、図１３を用いて説明する。図１３（Ａ）は、上
記第１実施形態の図９（Ｂ）に対応した第２実施形態に係る鍵側ガイド部材２４，３４，
４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図である。図１３（Ｂ）は、第１乃至第３鍵ユニ
ット１０，２０，３０を鍵フレーム１０に組付ける過程における鍵側ガイド部材２４，３
４，４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図であり、図９（Ｃ）に対応している。この
第２実施形態は、上記第１実施形態のフレーム側ガイド部材１４のみを変形させたもので
、他の部分に関しては上記第１実施形態と同じであるので、第１実施形態と同一符号を使
用し、変形した部分に関する事項のみを説明して他の部分に関する説明を省略する。
【００６０】
　この第２実施形態においては、フレーム側ガイド部材１４の前面１４ａと左右側面１４
ｃ，１４ｄとの角部が切欠かれ、前面１４ａから後方に向かうに従って外側に広がる傾斜
面（面取り）１４ｉ，１４ｊがフレーム側ガイド部材１４に設けられている。傾斜面１４
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ｉ，１４ｊは平面であり、フレーム側ガイド部材１４の上面１４ｅから下端まで延設され
ている。なお、傾斜面１４ｉ，１４ｊの左右方向の幅は、キーガイドクリアランスａに比
べて大きい。そして、傾斜面１４ｉ，１４ｊは、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１
４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３
４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側面内に侵入させるためのサブガイドとして機能する。
【００６１】
　この場合も、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０が鍵フレーム１０に誤差なく組
付けられた状態では、傾斜面１４ｉ，１４ｊの左右内側端から左右側壁２４ｂ，２４ｃの
内側面までの両距離はそれぞれ等しい。この距離をｃとすると、プレガイドクリアランス
ｂと距離ｃとの間にはｃ＞ｂの関係がある。なお、プレガイドクリアランスｂは上記第１
実施形態の場合に比べて大きく設定されている。
【００６２】
　このように構成した第２実施形態においても、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４
０を鍵フレーム１０に組付ける際には、最初に、上記第１実施形態の場合と同様にして、
突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に侵入させて、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５
ｄの左右側面と溝１４ｆの左右内側面とのプレガイド機能を発揮させる。そして、この状
態では、距離ｃとプレガイドクリアランスｂとの間にはｃ＞ｂなる関係があるので、図１
３（Ｂ）に示すように、左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内
側面の前端は、傾斜面１４ｉ，１４ｊの内側端よりもそれぞれ外側に位置する。
【００６３】
　次に、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ
，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に侵入させるために、第１乃至第３鍵ユニット２０
，３０，４０を後方に移動させる。この場合、左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ
，４５ｂ，４５ｃの内側面の前端が共にフレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１
４ｄよりも外側に位置していれば、左右側面１４ｃ，１４ｄはそのまま左右側壁２４ｂ，
２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に侵入する。また、左右側壁２４ｂ，２４ｃ
，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側面の前端が共にフレーム側ガイド部材１４の左
右側面１４ｃ，１４ｄよりも外側に位置していなくても、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂ
（又は右側壁２４ｃ，３４ｃ，４５ｃ）の内側面の前端は傾斜面１４ｉ（又は傾斜面１４
ｊ）に前後方向において対向している。したがって、この場合には、第１乃至第３鍵ユニ
ット２０，３０，４０の後方への移動により、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂ（又は右側
壁２４ｃ，３４ｃ，４５ｃ）の内側面の前端は傾斜面１４ｉ（又は傾斜面１４ｊ）に沿っ
て斜め後方に移動して、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂ（又は右側壁２４ｃ，３４ｃ，４
５ｃ）の内側面はフレーム側ガイド部材１４の左側面ｃ（又は右側面ｄ）と係合し始める
。そして、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０をさらに後方に移動させれば、左右
側面１４ｃ，１４ｄは左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に侵
入する。
【００６４】
　前記のような第２実施形態においては、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，
１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に侵入させる前に
は、左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側面の前端は、傾斜
面１４ｉ，１４ｊの内側端よりもそれぞれ外側に位置するので、フレーム側ガイド部材１
４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５
ｃ内に簡単に侵入させることができる。また、距離ｃは大きく、距離ｃとプレガイドクリ
アランスｂとの関係はｃ＞ｂの関係にあればよいので、プレガイドクリアランスｂをキー
ガイドクリアランスａよりかなり大きくすることができ、上記第１実施形態の場合に比べ
て、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内により簡単に侵入させることができるよ
うになる。
【００６５】
　また、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向の微調整をしなくても、フ
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レーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，
３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に簡単に侵入させることができる。したがって、キーガイドク
リアランスａを極めて小さくすることができて、押離鍵時における白鍵２１，３１及び黒
鍵４１の横振れを最小限に抑えることができる。
【００６６】
ｂ１．第１変形例
　次に、上記第２実施形態の第１変形例について、図１４を用いて説明する。図１４（Ａ
）は、上記第２実施形態の図１３（Ａ）に対応した第１変形例に係る鍵側ガイド部材２４
，３４，４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図である。図１４（Ｂ）は、第１乃至第
３鍵ユニット１０，２０，３０を鍵フレーム１０に組付ける過程における鍵側ガイド部材
２４，３４，４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図であり、図１３（Ｂ）に対応して
いる。この第１変形例は、上記第２実施形態の傾斜面１４ｉ，１４ｊに代えて、鍵側ガイ
ド部材２４，３４，４５に傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈを設
けたもので、他の部分に関しては上記第２実施形態と同じであるので、第２実施形態と同
一符号を使用し、変形した部分に関する事項のみを説明して他の部分に関する説明を省略
する。
【００６７】
　この第１変形例においては、鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４
ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの後端部内側の角部が切欠かれ、左右側壁２４ｂ，
２４ｃ，３４ｂ，３４ｃの後端部内側に中間位置から後方に向かうに従って外側に広がる
傾斜面（面取り）２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈが鍵側ガイド部材２
４，３４，４５にそれぞれ設けられている。傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４
５ｇ，４５ｈは平面であり、鍵側ガイド部材２４，３４，４５の下端から上端まで延設さ
れている。なお、傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈの左右方向の
幅は、キーガイドクリアランスａに比べて大きい。そして、傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４
ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈは、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを
鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，
４５ｃの内側面内に侵入させるためのサブガイドとして機能する。
【００６８】
　この場合も、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０が鍵フレーム１０に誤差なく組
付けられた状態では、傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈの左右外
側端からフレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄまでの両距離はそれぞれ等
しい。この距離をｄとすると、プレガイドクリアランスｂと距離ｄとの間にはｄ＞ｂの関
係がある。なお、この場合も、プレガイドクリアランスｂは上記第２実施形態の場合と同
様に比較的大きく設定されている。
【００６９】
　このように構成した第１変形例においても、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０
を鍵フレーム１０に組付ける際には、最初に、上記第１及び第２実施形態の場合と同様に
して、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に侵入させて、突出部２４ｄ，３４ｄ
，４５ｄの左右側面と溝１４ｆの左右内側面とのプレガイド機能を発揮させる。そして、
この状態では、距離ｄとプレガイドクリアランスｂとの間にはｄ＞ｂなる関係にあるので
、図１４（Ｂ）に示すように、フレーム側ガイド部材１４ｃの左右側面は、傾斜面２４ｇ
，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈの外側端よりもそれぞれ内側に位置する。
【００７０】
　次に、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ
，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に侵入させるために、第１乃至第３鍵ユニット２０
，３０，４０を後方に移動させる。この場合、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４
ｃ，１４ｄの前端が左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの左右内
側面間の横幅内に収まって位置していれば、左右側面１４ｃ，１４ｄはそのまま左右側壁
２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に侵入する。また、フレーム側ガイ
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ド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄの前端が左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ
，４５ｂ，４５ｃの左右内側面間の横幅内に収まって位置していなくても、フレーム側ガ
イド部材１４の左側面１４ｃ（又は右側面１４ｄ）の前端は傾斜面２４ｇ，３４ｇ，４５
ｇ（又は傾斜面２４ｈ，３４ｈ，４５ｈ）に前後方向において対向している。したがって
、この場合には、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後方への移動により、左右
側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃは、フレーム側ガイド部材１４の
左側面１４ｃ（又は右側面１４ｄ）の前端を傾斜面２４ｇ，３４ｇ，４５ｇ（又は傾斜面
２４ｈ，３４ｈ，４５ｈ）に当接させながら斜め後方に移動して、左側壁２４ｂ，３４ｂ
，４５ｂ（又は右側壁２４ｃ，３４ｃ，４５ｃ）の内側面はフレーム側ガイド部材１４の
左側面ｃ（又は右側面ｄ）と係合し始める。そして、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０
，４０をさらに後方に移動させれば、左右側面１４ｃ，１４ｄは左右側壁２４ｂ，２４ｃ
，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に侵入する。
【００７１】
　前記のような第１変形例において、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４
ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に侵入させる前には、
フレーム側ガイド部材１４ｃの左右側面は、傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４
５ｇ，４５ｈの外側端よりもそれぞれ内側に位置するので、フレーム側ガイド部材１４の
左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内
に簡単に侵入させることができる。また、距離ｄは大きく、距離ｄとプレガイドクリアラ
ンスｂとの関係はｄ＞ｂの関係にあればよいので、プレガイドクリアランスｂをキーガイ
ドクリアランスａよりかなり大きくすることができ、上記第１実施形態の場合に比べて、
突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内により簡単に侵入させることができるように
なる。
【００７２】
　また、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向の微調整をしなくても、フ
レーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，
３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に簡単に侵入させることができる。したがって、キーガイドク
リアランスａを極めて小さくすることができて、押離鍵時における白鍵２１，３１及び黒
鍵４１の横振れを最小限に抑えることができる。
【００７３】
ｂ２．第２変形例
　次に、上記第２実施形態の第２変形例について、図１５を用いて説明する。図１５（Ａ
）は、上記第２実施形態の図１３（Ａ）に対応した第２変形例に係る鍵側ガイド部材２４
，３４，４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図である。図１５（Ｂ）は、第１乃至第
３鍵ユニット１０，２０，３０を鍵フレーム１０に組付ける過程における鍵側ガイド部材
２４，３４，４５とフレーム側ガイド部材１４の平面図であり、図１３（Ｂ）に対応して
いる。この第２変形例は、上記第２実施形態の傾斜面１４ｉ，１４ｊに加えて、第１変形
例の傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈを設けたもので、他の部分
に関しては上記第２実施形態及びその第１変形例と同じであるので、第２実施形態及びそ
の第１変形例と同一符号を使用し、変形した部分に関する事項のみを説明して他の部分に
関する説明を省略する。
【００７４】
　この第２変形例においては、傾斜面１４ｉ，１４ｊ及び傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ
，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈは、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵
側ガイド部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４
５ｃの内側面内に侵入させるためのサブガイドとして機能する。そして、傾斜面２４ｇ，
２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈの左右外側端から傾斜面１４ｉ，１４ｊの左右
内側端までの両距離はそれぞれ等しい。この距離をｅとすると、プレガイドクリアランス
ｂと距離ｅとの間にはｅ＞ｂの関係がある。なお、この場合には、上記第２実施形態の距
離ｃと第１変形例の距離ｄとを加算した値に近い距離をｅとすることができるので、プレ
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ガイドクリアランスｂは上記第２実施形態及びその第１変形例の場合よりも大きく設定さ
れている。
【００７５】
　このように構成した第２変形例においても、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０
を鍵フレーム１０に組付ける際には、最初に、上記第１実施形態、第２実施形態及びその
第１変形例の場合と同様にして、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に侵入させ
て、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの左右側面と溝１４ｆの左右内側面とのプレガイド機
能を発揮させる。そして、この状態では、距離ｅとプレガイドクリアランスｂとの間には
ｅ＞ｂなる関係にあるので、図１５（Ｂ）に示すように、傾斜面１４ｉ，１４ｊの両内側
端は傾斜面２４ｇ，３４ｇ，４５ｇ及び傾斜面２４ｈ，３４ｈ，４５ｈの外側端との間に
位置する。
【００７６】
　次に、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４内に侵入させるために、第１乃至第３鍵
ユニット２０，３０，４０を後方に移動させる。この場合、左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３
４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側面の前端が共にフレーム側ガイド部材１４の左右側
面１４ｃ，１４ｄよりも外側に位置していれば、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄはそのま
ま溝１４ｆ内に侵入する。また、左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４
５ｃの内側面の前端が共にフレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄよりも外
側に位置していなくても、傾斜面２４ｇ，３４ｇ，４５ｇ（又は傾斜面２４ｈ，３４ｈ，
４５ｈ）の外側端は傾斜面１４ｉ（又は傾斜面１４ｊ）に前後方向において対向している
。したがって、この場合には、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後方への移動
により、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂ（又は右側壁２４ｃ，３４ｃ，４５ｃ）は、傾斜
面２４ｇ，３４ｇ，４５ｇ（又は傾斜面２４ｈ，３４ｈ，４５ｈ）を傾斜面１４ｉ（又は
傾斜面１４ｊ）に当接させながら斜め後方に移動して、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂ（
又は右側壁２４ｃ，３４ｃ，４５ｃ）の内側面はフレーム側ガイド部材１４の左側面ｃ（
又は右側面ｄ）と係合し始める。そして、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０をさ
らに後方に移動させれば、左右側面１４ｃ，１４ｄは左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，
３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に侵入する。
【００７７】
　前記のような第２変形例においては、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内に侵
入させる前には、傾斜面１４ｉ，１４ｊの両内側端は傾斜面２４ｇ，３４ｇ，４５ｇ及び
傾斜面２４ｈ，３４ｈ，４５ｈの外側端との間に位置するので、フレーム側ガイド部材１
４の左右側面１４ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５
ｃ内に簡単に侵入させることができる。また、距離ｅは大きく、距離ｅとプレガイドクリ
アランスｂとの関係はｅ＞ｂの関係にあればよいので、プレガイドクリアランスｂをキー
ガイドクリアランスａよりかなり大きくすることができ、上記第２実施形態及びその第1
変形例の場合に比べて、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄを溝１４ｆ内にさらに簡単に侵入
させることができるようになる。
【００７８】
　また、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向の微調整をしなくても、フ
レーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄは左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，
３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ内に簡単に侵入させることができる。したがって、上記第２実施
形態及びその第１変形例と同様に、キーガイドクリアランスａを極めて小さくすることが
できて、押離鍵時における白鍵２１，３１及び黒鍵４１の横振れを最小限に抑えることが
できる。
【００７９】
ｂ３．第１実施形態の第１乃至第３変形例の適用
　上記第２実施形態、その第１及び第２変形例においては、上記第１実施形態に対して、
フレーム側ガイド部材１４に傾斜面１４ｉ，１４ｊを設け、及び／又は鍵側ガイド部材２
４，３４，４５に傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈを設けた例に
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ついて説明した。しかし、上記第２実施形態、その第１及び第２変形例のように、フレー
ム側ガイド部材１４に傾斜面１４ｉ，１４ｊ設けること、及び／又は鍵側ガイド部材２４
，３４，４５に傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈを設けることは
、上記第１実施形態の第１乃至第３変形例にも適用できる。
【００８０】
ｃ．第３実施形態
　上記第１及び第２実施形態、並びにそれらの各種変形例においては、第１乃至第３鍵ユ
ニット２０，３０，４０を鍵フレーム１０に組付ける際には、第１乃至第３鍵ユニット２
０，３０，４０の後端部が前端部よりも上方に位置するように第１乃至第３鍵ユニット２
０，３０，４０を傾斜させた状態で鍵フレーム１０に近づけた後、鍵側ガイド部材２４，
３４，４５を前方からフレーム側ガイド部材１４に係合させる例について説明した。しか
し、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の鍵フレーム１０への組付けにおいては、
第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部が前端部よりも上方に位置するように
第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を傾斜させた状態で鍵フレーム１０に近づけた
後、鍵側ガイド部材２４，３４，４５を上方からフレーム側ガイド部材１４に係合させる
こともある。
【００８１】
　このような方法により、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵フレーム１０に
組付ける場合に適した鍵盤装置を、第３実施形態として説明する。この第３実施形態にお
いては、鍵側ガイド部材２４，３４，４５又はフレーム側ガイド部材１４を次のように構
成するとよい。他の構成は、上記第１実施形態の場合と同じであるので、その説明を省略
する。
【００８２】
　第３実施形態においても、図９を用いて上述した上記第１実施形態における場合とほぼ
同様な鍵側ガイド部材２４，３４，４５及びフレーム側ガイド部材１４を採用している。
したがって、鍵側ガイド部材２４，３４，４５及びフレーム側ガイド部材１４に関しても
、同一符号を付してその説明を省略又は簡略化し、異なる点を主に説明する。異なる点は
、上記第１実施形態の鍵側ガイド部材２４，３４，４５の突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄ
に代えて、突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’を採用した点である。鍵側ガイド部材２
４，３４，４５を後方から見た図１６の裏面図に示すように、突出部２４ｄ’，３４ｄ’
，４５ｄ’の上下方向の長さが上記第１実施形態の突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの上下
方向の長さよりも長く、突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’の下端が前壁２４ａ，３４
ａ，４５ａ及び左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの下端よりも
所定距離だけ下方に位置している。これは、鍵側ガイド部材２４，３４，４５を、フレー
ム側ガイド部材１４に上方から係合させるためである。この突出部２４ｄ’，３４ｄ’，
４５ｄ’の下端を前壁２４ａ，３４ａ，４５ａ及び左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３
４ｃ，４５ｂ，４５ｃの下端よりも下方に位置させたことが、上記第１実施形態において
、突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの後端を左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４
５ｂ，４５ｃよりも後方に位置させたことに対応する。なお、突出部２４ｄ’，３４ｄ’
，４５ｄ’の厚さ及び位置は、上記第１実施形態の場合と同じである。
【００８３】
　前述のように、鍵側ガイド部材２４，３４，４５を上方からフレーム側ガイド部材１４
に係合させる場合には、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向の位置を調
整しながら第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部を下方に移動して、鍵側ガ
イド部材２４，３４，４５をフレーム側ガイド部材１４に上方から接近させる。そして、
この場合も、最初にプレガイド部にて鍵側ガイド部材２４，３４，４５をフレーム側ガイ
ド部材１４に係合させながら、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部をさら
に下方に移動する。そして、キーガイド部が押離鍵操作時に白鍵２１，３１及び黒鍵４１
の上下方向の揺動をガイドする状態になる前において、第１乃至第３鍵ユニット２０，３
０，４０を左右方向に若干移動させて、キーガイド部にて鍵側ガイド部材２４，３４，４
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５をフレーム側ガイド部材１４に係合させた後、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４
０の後端部をさらに下方に移動するとともに、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０
を後方に移動して第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵フレーム１０に組付ける
。
【００８４】
　具体的には、最初に、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向位置を調整
しながら、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部を下方に移動して、突出部
２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’を溝１４ｆ内に上方から侵入させる。そして、フレーム側
ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左右側壁
２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側に侵入させる前において、第１
乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向位置を調整しながら、第１乃至第３鍵ユ
ニット２０，３０，４０の後端部をさらに下方に移動して、フレーム側ガイド部材１４の
左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，
３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側に上方から侵入させる。その後、第１乃至第３鍵
ユニット２０，３０，４０の後端部をさらに下方に移動するとともに、第１乃至第３鍵ユ
ニット２０，３０，４０を後方に移動して第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵
フレーム１０に組付ける。
【００８５】
　この第３実施形態においても、上記第１実施形態と同様に、プレガイドクリアランスｂ
はキーガイドクリアランスａよりも大きく、プレガイドクリアランスｂをある程度大きく
できるので、突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’を溝１４ｆに簡単に侵入させることが
できる。すなわち、プレガイド部である鍵側ガイド部材２４，３４，４５の突出部２４ｄ
’，３４ｄ’，４５ｄ’の左右外側面と、フレーム側ガイド部材１４の溝１４ｆの左右内
側面とを簡単に係合させることができる。
【００８６】
　また、この第３実施形態においては、前記のように、第１乃至第３鍵ユニット２０，３
０，４０の後端部を下方に移動して、初期の状態では、突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５
ｄ’の下端は左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの下端よりも下
方に位置する。したがって、この状態では、突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’を溝１
４ｆ内に侵入させる際に、鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，
３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの下端はフレーム側ガイド部材１４の上面１４ｅに当接
することはなく、突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’の溝１４ｆ内への侵入が左右側壁
２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃによって阻害されない。
【００８７】
　そして、この場合も、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイ
ド部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの
内側に侵入させる前においては、鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左右方向の位置は、
プレガイド部である突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’の左右外側面と、フレーム側ガ
イド部材１４の溝１４ｆの左右内側面とによって規制されている。したがって、フレーム
側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左右側
壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側に侵入させるための第１乃至
第３鍵ユニット２０，３０，４０の左右方向の位置の調整量を小さくでき、左右側面１４
ｃ，１４ｄを左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側に簡単に
侵入させることができる。すなわち、キーガイド部である左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４
ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの左右内側面とフレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ
，１４ｄとを簡単に係合させることもできる。その結果、この第３実施形態によっても、
上記第１実施形態の場合と同様に、押離鍵操作時における鍵の横振れを防止するためにキ
ーガイドクリアランスａを小さくしても、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵
フレーム１０に組付ける作業が簡単になる。そして、この組付け易さによりキーガイド部
を構成する部材の変形も防止される。
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【００８８】
ｃ１．第１変形例
　次に、上記第３実施形態の第１変形例について、図１７を用いて説明する。図１７（Ａ
）は第３実施形態の第１変形例に係るフレーム側ガイド部材１４の斜視図であり、図１７
（Ｂ）は前記フレーム側ガイド部材１４の平面図である。この第１変形例は、上記第３実
施形態のフレーム側ガイド部材１４のみを変形させたもので、他の部分に関しては上記第
３実施形態と同じであるので、第１乃至第３実施形態及びそれらの各種変形例の場合と同
一符号を使用し、変形した部分に関する事項のみを説明して他の部分に関する説明を省略
する。
【００８９】
　この第１変形例においては、フレーム側ガイド部材１４の上端部の外側端に、後面１４
側を除く全ての角部を切欠いた複数の傾斜面（面取り）が設けられている。傾斜面（面取
り）１４ｍ，１４ｎは、溝１４ｆの左右側面と上面１４ｅの角部をそれぞれ切欠いて、上
面１４ｅから下方に向かうに従って外側に広がっている。傾斜面１４ｍ，１４ｎは、平面
であり、前後方向に延設されている。なお、傾斜面１４ｍ，１４ｎの左右方向の幅は、キ
ーガイドクリアランスａ及びプレガイドクリアランスｂに比べて大きい。傾斜面１４ｍ，
１４ｎは、上記第１実施形態の第１及び第３変形例の傾斜面１４ｇ，１４ｈと同種の機能
を発揮するもので、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部を下方に移動させ
た際における、鍵側ガイド部材２４，３４，４５の突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’
をフレーム側ガイド部材１４の溝１４ｆ内に侵入させる際のサブガイド（すなわち、プレ
ガイド部のサブガイド）として機能する。
【００９０】
　傾斜面（面取り）１４ｏ，１４ｐは、左右側面１４ｃ，１４ｄと上面１４ｅの角部をそ
れぞれ切欠いて、上面１４ｅから下方に向かうに従って外側に広がっている。傾斜面１４
ｏ，１４ｐは、平面であり、前後方向に延設されている。なお、傾斜面１４ｏ，１４ｐの
左右方向の幅は、キーガイドクリアランスａに比べて大きい。傾斜面１４ｏ，１４ｐは、
上記第２実施形態及びその第２変形例の傾斜面１４ｉ，１４ｊと同種の機能を発揮するも
ので、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部を下方に移動させた際における
、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材２４，３４，４
５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側面内に侵入させる
際のサブガイド（すなわち、キーガイド部のサブガイド）として機能する。そして、上記
第２実施形態の傾斜面１４ｉ，１４ｊ（図１３参照）の場合と同様に、傾斜面１４ｏ，１
４ｐの左右内側端から左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの左右
内側端までの両距離ｃは、突出部２４ｄ’３４ｄ’，４５‘の左右側面から溝１４ｆの左
右内側面までの両距離であるプレガイドクリアランスｂより大きい（ｃ＞ｂ）。
【００９１】
　フレーム側ガイド部材１４の上端部の外側端に設けた他の傾斜面は第１乃至第３鍵ユニ
ット２０，３０，４０の鍵フレーム１０への組付けにはあまり関係しないので、詳しい説
明を省略する。この第１変形例に係るフレーム側ガイド部材１４においては、上述した第
１実施形態の第１及び第３変形例の傾斜面１４ｇ，１４ｈ、並びに第２実施形態及びその
第２変形例の傾斜面１４ｉ，１４ｊも設けられている。
【００９２】
　このように構成した第１変形例においては、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０
の後端部を下方に移動して、鍵側ガイド部材２４，３４，４５の突出部２４ｄ’，３４ｄ
’，４５ｄ’をフレーム側ガイド部材１４の溝１４ｆ内に侵入させる際には、突出部２４
ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’の左右側面を傾斜面１４ｍ，１４ｎの両外側端の間に収めれば
よい。そして、第１乃至３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部を下方に移動させれば、
鍵側ガイド部材２４，３４，４５は、突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’の下端面の右
端（又は左端）を傾斜面１４ｎ（又は傾斜面１４ｍ）に当接させながら斜め下方に移動し
て、突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’の右側面（又は左側面）は溝１４ｆの右内側面
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（又は左内側面）と係合し始める。したがって、突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’を
溝１４ｆ内に簡単に侵入させることができ、上記第１実施形態の第１変形例と同様な効果
を期待できる。
【００９３】
　また、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部をさらに下方に移動して、フ
レーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材２４，３４，４５の
左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側に侵入させる際には、
上記第２実施形態の場合と同様に、距離ｃとプレガイドクリアランスｂとの間にはｃ＞ｂ
なる関係があるので、左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの下端
面の両内側端は、傾斜面１４ｏの，１４ｐの両内側端の外側にそれぞれ位置する。したが
って、第１乃至３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部を下方に移動させれば、鍵側ガイ
ド部材２４，３４，４５は、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂの下端面の内側端（又は右側
壁２４ｃ，３４ｃ，４５ｃの下端面の内側端）を傾斜面１４ｏ（又は傾斜面１４ｐ）に当
接させながら斜め下方に移動して、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂ（又は右側壁２４ｃ，
３４ｃ，４５ｃ）の内側面はフレーム側ガイド部材１４の左側面１４ｃ（又は右側面１４
ｄ）と係合し始める。その結果、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを
鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，
４５ｃの内側に簡単に侵入させることができ、上記第２実施形態と同様な効果を期待でき
る。
【００９４】
ｃ２．第２変形例
　次に、上記第３実施形態の第２変形例について、図１８を用いて説明する。図１８（Ａ
）は第３実施形態の第２変形例に係る鍵側ガイド部材２４，３４，４５を下方から見た斜
視図であり、１８（Ｂ）は前記鍵側ガイド部材２４，３４，４５の下面図である。この第
２変形例は、上記第３実施形態の鍵側ガイド部材２４，３４，４５のみを変形させたもの
で、他の部分に関しては上記第３実施形態と同じであるので、第１乃至第３実施形態及び
それらの各種変形例の場合と同一符号を使用し、変形した部分に関する事項のみを説明し
て他の部分に関する説明を省略する。
【００９５】
　この第２変形例においては、鍵側ガイド部材２４，３４，４５の突出部２４ｄ’，３４
ｄ’，４５ｄ’の下端部の左外側端及び右外側端には、傾斜面（面取り）２４ｉ，３４ｉ
，４５ｉ及び傾斜面（面取り）２４ｊ，３４ｊ，４５ｊがそれぞれ設けられている。傾斜
面２４ｉ，３４ｉ，４５ｉは、突出部２４ｄ’の左外側面と下面の角部をそれぞれ切欠い
て、下面から上方に向かうに従って外側に広がっている。傾斜面２４ｊ，３４ｊ，４５ｊ
は、突出部２４ｄ’の右外側面と下面の角部をそれぞれ切欠いて、下面から上方に向かう
に従って外側に広がっている。傾斜面２４ｉ，２４ｊ，３４ｉ，３４ｊ，４５ｉ，４５ｊ
は、平面であり、前後方向に延設されている。なお、傾斜面２４ｉ，２４ｊ，３４ｉ，３
４ｊ，４５ｉ，４５ｊの左右方向の幅は、キーガイドクリアランスａ及びプレガイドクリ
アランスｂに比べて大きい。傾斜面２４ｉ，２４ｊ，３４ｉ，３４ｊ，４５ｉ，４５ｊは
、上記第１実施形態の第２及び第３変形例の傾斜面２４ｅ，２４ｆ，３４ｅ，３４ｆ，４
５ｅ，４５ｆと同種の機能を発揮するもので、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０
の後端部を下方に移動させた際における、鍵側ガイド部材２４，３４，４５の突出部２４
ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’をフレーム側ガイド部材１４の溝１４ｆ内に侵入させる際のサ
ブガイド（すなわち、プレガイド部のサブガイド）として機能する。
【００９６】
　鍵側ガイド部材２４，３４，４５の左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂ及び右側壁２４ｃ，
３４ｃ，４５ｃの下端部の内側端には、傾斜面（面取り）２４ｍ，３４ｍ，４５ｍ及び傾
斜面（面取り）２４ｎ，３４ｎ，４ｎｊがそれぞれ設けられている。傾斜面２４ｍ，３４
ｍ，４５ｍは、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂの内側面と下面の角部をそれぞれ切欠いて
、下面から上方に向かうに従って外側に広がっている。傾斜面２４ｎ，３４ｎ，４５ｎは
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、右側壁２４ｃ，３４ｃ，４５ｃの内側面と下面の角部をそれぞれ切欠いて、下面から上
方に向かうに従って外側に広がっている。傾斜面２４ｍ，２４ｎ，３４ｍ，３４ｎ，４５
ｍ，４５ｎは、平面であり、前後方向に延設されている。なお、傾斜面２４ｍ，２４ｎ，
３４ｍ，３４ｎ，４５ｍ，４５ｎの左右方向の幅は、キーガイドクリアランスａに比べて
大きい。傾斜面２４ｍ，２４ｎ，３４ｍ，３４ｎ，４５ｍ，４５ｎは、上記第２実施形態
の第１及び第２変形例の傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４５ｇ，４５ｈと同種
の機能を発揮するもので、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部を下方に移
動させた際における、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド
部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内
側に侵入させる際のサブガイド（すなわち、キーガイド部のサブガイド）として機能する
。そして、上記第２実施形態の第１変形例の傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４ｈ，４
５ｇ，４５ｈ（図１４参照）の場合と同様に、傾斜面２４ｍ，２４ｎ，３４ｍ，３４ｎ，
４５ｍ，４５ｎの左右外側端からフレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄま
での両距離ｄは、突出部２４ｄ’３４ｄ’，４５‘の左右側面から溝１４ｆの左右内側面
までの両距離であるプレガイドクリアランスｂより大きい（ｄ＞ｂ）。
【００９７】
　また、鍵側ガイド部材２４，３４，４５においては、前壁２４ａ，３４ａ，４５ａの下
端部の内側端、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂの下端部の前端、右側壁２４ｃ，３４ｃ，
４５ｃの下端部の前端、及び突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄの下端部の前端にも、傾斜面
がそれぞれ設けられている。しかし、これらの傾斜面は第１乃至第３鍵ユニット２０，３
０，４０の鍵フレーム１０への組付けにはあまり関係しないので、詳しい説明を省略する
。
【００９８】
　このように構成した第２変形例においては、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０
の後端部を下方に移動して、鍵側ガイド部材２４，３４，４５の突出部２４ｄ’，３４ｄ
’，４５ｄ’をフレーム側ガイド部材１４の溝１４ｆ内に侵入させる際には、傾斜面２４
ｉ，２４ｊ，３４ｉ，３４ｊ，４５ｉ，４５ｊの内側端を溝１４ｆの両内側面の間に位置
させればよい。そして、第１乃至３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部を下方に移動さ
せれば、鍵側ガイド部材２４，３４，４５は、溝１４ｆの右内側面（又は左内側面）の下
端を傾斜面２４ｊ，３４ｊ，４５ｊ（又は傾斜面２４ｉ，３４ｉ，４５ｉ）に当接させな
がら斜め下方に移動して、突出部２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’の右側面（又は左側面）
は溝１４ｆの右内側面（又は左内側面）と係合し始める。したがって、突出部２４ｄ’，
３４ｄ’，４５ｄ’を溝１４ｆ内に簡単に侵入させることができ、上記第１実施形態の第
１変形例と同様な効果を期待できる。
【００９９】
　また、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部をさらに下方に移動して、フ
レーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイド部材２４，３４，４５の
左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの内側に侵入させる際には、
上記第２実施形態の場合の第１変形例の場合と同様に距離ｄとプレガイドクリアランスｂ
との間にはｄ＞ｂなる関係があるので、傾斜面２４ｍ，２４ｎ，３４ｍ，３４ｎ，４５ｍ
，４５ｎの外側端はフレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｂ，１４ｃの外側にそれぞ
れ位置する。したがって、第１乃至３鍵ユニット２０，３０，４０の後端部を下方に移動
させれば、鍵側ガイド部材２４，３４，４５は、傾斜面２４ｍ，３４ｍ，４５ｍ（又は傾
斜面２４ｎ，３４ｎ，４５ｎ）を左側面１４ｂ（又は右側面１４ｃ）の上端に当接させな
がら斜め下方に移動して、左側壁２４ｂ，３４ｂ，４５ｂ（又は右側壁２４ｃ，３４ｃ，
４５ｃ）の内側面はフレーム側ガイド部材１４の左側面１４ｃ（又は右側面１４ｄ）と係
合し始める。その結果、フレーム側ガイド部材１４の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵側ガイ
ド部材２４，３４，４５の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃの
内側に簡単に侵入させることができ、上記第２実施形態の第１変形例と同様な効果を期待
できる。
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【０１００】
　なお、この第２変形例に係る鍵側ガイド部材２４，３４，４５においても、上述した第
１実施形態の第２及び第３変形例の傾斜面２４ｅ，２４ｆ，３４ｅ，３４ｆ，４５ｅ，４
５ｆ、並びに第２実施形態の第１及び第２変形例の傾斜面２４ｇ，２４ｈ，３４ｇ，３４
ｈ，４５ｇ，４５ｈを設けるようにしてもよい。
【０１０１】
ｄ．その他の変形例
　なお、本発明に係る鍵盤装置は、上記第１乃至第３実施形態及びそれらの各種変形例に
限定されるものではなく、適宜変更して実施することが可能である。
【０１０２】
　上記第１乃至第３実施形態及びそれらの各種変形例では、全ての傾斜面（面取り）１４
ｇ，１４ｈ，１４ｉ，１４ｊ，１４ｍ，１４ｎ，１４ｏ，１４ｐ，２４ｅ，３４ｅ，４５
ｅ，２４ｆ，３４ｆ，４５ｆ，２４ｇ，３４ｇ，４５ｇ，２４ｈ，３４ｈ，４５ｈ，２４
ｉ，３４ｉ，４５ｉ，２４ｊ，３４ｊ，４５ｊ，２４ｍ，３４ｍ，４５ｍ，２４ｎ，３４
ｎ，４５ｎを平面としたが、これらの傾斜面の一部又は全部を、平面ではなく、曲面状、
球面状などにしてもよい。
【０１０３】
　また、上記第１乃至第３実施形態及びそれらの各種変形例では、溝１４ｆを有するガイ
ド部材を鍵フレーム１０と一体的に形成したフレーム側ガイド部材１４とするとともに、
左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ及び突出部２４ｄ，３４ｄ，
４５ｄ，２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’を有するガイド部材を白鍵２１，３１及び黒鍵４
１と一体的に形成した鍵側ガイド部材２４，３４，４５とした。しかし、溝１４ｆを有す
るガイド部材を白鍵２１，３１及び黒鍵４１と一体的に形成した鍵側ガイド部材とすると
ともに、左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ及び突出部２４ｄ，
３４ｄ，４５ｄ，２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’を有するガイド部材を鍵フレーム１０と
一体的に形成したフレーム側ガイド部材としてもよい。すなわち、上述した鍵側ガイド部
材２４，３４，４５を鍵フレーム１０側に設けるとともに、上述したフレーム側ガイド部
材１４を白鍵２１，３１及び黒鍵４１側にそれぞれ設けるようにしてもよい。
【０１０４】
　この場合、上述したフレーム側ガイド部材１４の前面１４ａが後方を向くように配置し
て、白鍵２１，３１及び黒鍵４１と一体的に形成する。また、鍵側ガイド部材２４，３４
．４５の前壁２４ａ，３４ａ，４５ａを後方に位置させて、左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３
４ｂ，３４ｃ，４５ｂ，４５ｃ及び突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄ，２４ｄ’，３４ｄ’
，４５ｄ’が前方に突出するように配置して、鍵フレーム１０と一体的に形成する。また
、この場合には、白鍵２１，３１及び黒鍵４１側に設けたガイド部材（上述したフレーム
側ガイド部材１４）の下面は、鍵フレーム１０側に設けたガイド部材（上述した鍵側ガイ
ド部材２４，３４，４５）の下面すなわち鍵フレーム１０の下段壁１１の上面から所定距
離だけ上方に位置するようにする。
【０１０５】
　そして、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵フレーム１０に組付ける際には
、鍵フレーム１０側に設けたガイド部材（上述した鍵側ガイド部材２４，３４，４５）の
突出部２４ｄ，３４ｄ，４５ｄ，２４ｄ’，３４ｄ’，４５ｄ’を白鍵２１，３１及び黒
鍵４１側に設けたガイド部材（上述したフレーム側ガイド部材１４）の溝１４ｆ内に侵入
させる。また、白鍵２１，３１及び黒鍵４１側に設けたガイド部材（上述したフレーム側
ガイド部材１４）の左右側面１４ｃ，１４ｄを鍵フレーム１０側に設けたガイド部材（上
述した鍵側ガイド部材２４，３４，４５）の左右側壁２４ｂ，２４ｃ，３４ｂ，３４ｃ，
４５ｂ，４５ｃ内に侵入させる。そして、白鍵２１，３１及び黒鍵４１側に設けたガイド
部材（上述したフレーム側ガイド部材１４）を鍵フレーム１０側に設けたガイド部材（上
述した鍵側ガイド部材２４，３４，４５）に係合させるようにする。
【０１０６】
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　また、上記第１乃至第３実施形態及びそれらの各種変形例では、第１鍵ユニット２０の
連結部２３、第２鍵ユニット３０の連結部３３、及び第３鍵ユニット４０の連結部４３を
鍵フレーム１０の上段壁１３に順に載置し、第３鍵ユニット４０に設けたフック部４４を
連結部３３，４４及び上段壁１３を貫通させるとともに係止用爪４４ａを上段壁１３の下
面に係合させ、その後にねじにより第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０を鍵フレー
ム１０に組付け固定するようにした。しかし、第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０
の鍵フレーム１０に対する組付け固定方法は前記方法に限らず、種々の方法を採用できる
。たとえば、フック部４４を省略し、単に第１乃至第３鍵ユニット２０，３０，４０の連
結部２３，３３，４３を鍵フレーム１０の上段壁１３に単にねじにより固定したり、接着
剤を用いて固定するようにしてもよい。
【０１０７】
　さらに、上記第１乃至第３実施形態及びそれらの各種変形例では、複数の白鍵２１を一
体形成した第１鍵ユニット２０、複数の白鍵３１を一体形成した第２鍵ユニット２０、及
び複数の黒鍵４１を一体形成した第３鍵ユニット３０を鍵フレーム１０に組付けるように
した。しかし、１つずつの白鍵及び黒鍵をそれぞれ独立して鍵フレーム１０に組付ける場
合にも、本発明は適用される。
【符号の説明】
【０１０８】
１０…鍵フレーム、１４…フレーム側ガイド部材、１４ａ…前面、１４ｂ，１４ｃ…側面
、１４ｆ…溝、１４ｇ，１４ｈ，１４ｉ，１４ｊ，１４ｍ，１４ｎ，１４ｏ，１４ｐ…傾
斜面、２０…第１鍵ユニット、２１…白鍵、２４…鍵側ガイド部材、２４ａ…前壁、２４
ｂ，２４ｃ…側壁、２４ｄ，２４ｄ’…突出部、２４ｅ，２４ｆ，２４ｇ，２４ｈ，２４
ｉ，２４ｊ，２４ｍ，２４ｎ…傾斜面、３０…第２鍵ユニット、３１…白鍵、３４…鍵側
ガイド部材、３４ａ…前壁、３４ｂ，３４ｃ…側壁、３４ｄ，３４ｄ’…突出部、３４ｅ
，３４ｆ，３４ｇ，３４ｈ，３４ｉ，３４ｊ，３４ｍ，３４ｎ…傾斜面、４０…第３鍵ユ
ニット、４１…黒鍵、４５…鍵側ガイド部材、４５ａ…前壁、４５ｂ，４５ｃ…側壁、４
５ｄ，４５ｄ’…突出部、４５ｅ，４５ｆ，４５ｇ，４５ｈ，４５ｉ，４５ｊ，４５ｍ，
４５ｎ…傾斜面
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